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最
後
の
ひ
と
手
間
を
終
え
る
と
、
神
田
さ
ん
の
顔
に
や
わ
ら
か
な
笑
み
が
広
が
る
＝
東
京
・
虎
ノ
門
の
「
か
ん
だ
」
（
鈴
江
宗
一
郎
撮
影
）

　
か
ん
だ
・ひ
ろ
ゆ
き
　
城
南
高
校
卒
業
後
、

大
阪
の
割
烹
（
か
っ
ぽ
う
）で
５
年
間
修
行
。

１
９
８
６
年
、
仏
パ
リ
に
渡
り
、
日
本
料
理

店
の
料
理
長
を
務
め
た
。
�
年
に
帰
国
し
、

徳
島
市
の
料
亭
「
青
柳
」
へ
。２
０
０
４
年
、

�
歳
で
独
立
し
て
東
京
・
元
麻
布
に
「
か
ん

だ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
�
年
２
月
、
店
舗
を
現

在
の
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
タ
ワ

ー
１
階
に
移
転
し
た
。

　
「
か
ん
だ
」
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
格
付
け
本
「
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」
で
、
初

め
て
発
表
さ
れ
た
２
０
０
８

年
版
か
ら
�
年
連
続
で
最
高

位
の
「
三
つ
星
」
を
獲
得
し

て
い
る
。

　
「
そ
の
日
に
全
国
か
ら
取

り
寄
せ
た
新
鮮
な
食
材
で
ベ

ス
ト
な
料
理
を
提
供
し
て
い

る
。
そ
れ
を
こ
つ
こ
つ
と
積

み
重
ね
て
き
た
結
果
。
い
い

ス
タ
ッ
フ
、
い
い
お
客
さ
ん

に
恵
ま
れ
て
い
る
の
も
大
き

い
」
と
神
田
さ
ん
は
言
う
。

　
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東

京
２
０
２
２
」
で
は
、
後
進

の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
模

範
と
な
る
シ
ェ
フ
を
た
た
え

る
「
メ
ン
タ
ー
シ
ェ
フ
ア
ワ

ー
ド
」
に
選
ば
れ
た
。
世
界

最
高
峰
の
料
理
人
の
一
人
と

な
っ
た
今
で
も
、
周
囲
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

謙
虚
な
姿
勢
を
貫
く
。

　
座
右
の
銘
は
、
真
の
味
わ

い
は
さ
ら
り
と
し
て
淡
泊
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
の

し
ん

み

た
だ
こ
れ
た
ん

「
真
味
只
是
淡
」
。
だ
か
ら

こ
そ
料
理
の
味
を
左
右
す
る

食
材
選
び
に
は
時
間
と
手
間

を
か
け
る
。
こ
れ
ま
で
優
れ

た
食
材
を
求
め
て
各
地
を
訪

ね
歩
き
、
自
分
の
舌
で
味
を

確
か
め
、
生
産
者
の
声
に
耳

を
傾
け
て
き
た
。

　
鳴
門
金
時
が
な
ぜ
甘
く
て

お
い
し
い
の
か
。
「
鳴
門
の

砂
地
は
土
の
密
度
が
低
く
、

作
物
が
育
つ
の
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
か
か
ら
な
い
た
め
、

柔
ら
か
く
育
つ
。
（
沿
岸
部

の
）
砂
に
は
塩
分
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
塩
味
が
効
い
て

糖
分
を
感
じ
や
す
い
か
ら
」

と
説
明
す
る
。

　
県
内
の
代
表
的
な
食
材
に

話
題
が
及
ぶ
と
、
そ
の
言
葉

の
端
々
に
熱
が
こ
も
る
。

　
ア
ユ
は
流
れ
が
急
で
深
い

川
よ
り
も
、
支
流
の
よ
う
な

浅
い
川
で
コ
ケ
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
育
っ
た
個
体
の
方
が

う
ま
い
。
阿
南
市
椿
泊
町
沖

で
捕
れ
る
ア
ワ
ビ
の
身
が
引

き
締
ま
っ
て
味
が
い
い
の

は
、
冷
た
い
海
水
で
成
長
し

て
い
る
か
ら
だ
―
。

　
「
食
育
は
食
を
文
化
と
し

て
教
育
し
よ
う
と
い
う
こ
と

だ
」
と
強
調
す
る
。
家
庭
で

調
理
し
て
お
い
し
い
と
思
っ

た
米
や
生
鮮
食
品
が
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
育

ち
、
何
を
養
分
や
餌
に
し
て

き
た
か
に
つ
い
て
想
像
力
を

働
か
せ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　
「
消
費
者
が
食
へ
の
関
心

を
深
め
る
こ
と
で
、
徳
島
の

自
然
の
豊
か
さ
や
食
材
の
価

値
に
気
づ
く
。
す
る
と
生
産

者
も
消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
品
質
の
高
い
物

を
作
り
た
い
と
意
欲
が
湧
い

て
く
る
。
日
本
の
農
林
水
産

業
や
畜
産
の
未
来
は
ま
だ
ま

だ
可
能
性
が
あ
る
」
と
期
待

を
込
め
る
。

（
岸
和
弘
）

【
上
】
魚
を
さ
ば
く
手
元
に
職
人
技
が
光
る

【
下
】無
駄
の
な
い
所
作
に
集
中
力
が
宿
り
、

一
つ
一
つ
の
動
き
に
深
い
経
験
と
誠
実
さ
が

に
じ
む

　
食
育
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
食
育
推
進
全
国
大
会
　

ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
が
７
、

８
両
日
、
徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

で
開
か
れ
る
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
セ
ミ
ナ

ー
、
企
業
や
団
体
な
ど
に
よ
る
ブ
ー
ス
出

展
な
ど
を
通
じ
て
、
食
の
魅
力
を
発
信
す

る
。
大
会
に
参
加
す
る
日
本
料
理
店
「
か

ん
だ
」
（
東
京
）
の
店
主
・
神
田
裕
行
さ

ん
（�
）＝
徳
島
市
出
身
＝
に
、
料
理
へ
の

こ
だ
わ
り
や
県
産
食
材
へ
の
思
い
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
。
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７日から徳島市

　
神
山
ま
る
ご
と
高
専
は
給

食
の
「
地
産
地
食
、日
本
一
」

を
目
標
に
掲
げ
、
県
内
産
の

食
材
に
こ
だ
わ
る
。

　
学
生
寮
に
併
設
さ
れ
た

「
ま
る
ご
と
食
堂
」
で
は
平

日
の
朝
昼
晩
の
３
食
を
提

供
。
昼
と
夜
は
２
種
類
の
定

食
か
ら
選
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
献
立
作
り
や
食
材
調

達
な
ど
は
、
神
山
町
で
農
業

推
進
事
業
な
ど
を
展
開
す
る

「
フ
ー
ド
・
ハ
ブ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
担
う
。

　
特
徴
的
な
の
が
「
食
材
あ

り
き
」
の
献
立
作
り
。
栄
養

教
諭
が
立
て
た
献
立
を
基
に

食
材
調
達
が
手
配
さ
れ
る
通

常
の
学
校
給
食
と
は
真
逆
の

考
え
方
だ
。

　
地
元
で
採
れ
る
食
材
の
リ

ス
ト
を
集
約
し
、
そ
れ
を
基

に
献
立
を
組
み
立
て
、
食
材

の
旬
の
時
に
、
最
も
お
い
し

く
な
る
調
理
法
で
提
供
す

る
。
農
作
物
の
不
作
な
ど
も

想
定
し
て
献
立
は
固
定
せ

ず
、
調
達
、
調
理
両
部
門
と

管
理
栄
養
士
が
連
携
し
、
臨

機
応
変
に
作
る
。

　
食
事
の
中
で
ど
れ
ぐ
ら
い

県
内
産
を
使
え
て
い
る
か

を
示
す
「
産
食
率
」
（
地
産

地
消
率
）
を
毎
日
計
測
し
、

学
生
や
ス
タ
ッ
フ
に
公
表

し
て
意
識
を
喚
起
し
て
い

る
。

　
同
校
の
２
０
２
４
年
度
の

地
産
地
消
率
は
�
・
３
％
。

農
林
水
産
省
の
�
年
度
「
食

育
白
書
」
に
よ
る
と
、
学
校

給
食
（
小
中
学
校
）
の
地
産

地
消
率
の
全
国
平
均
は
�
・

４
％
で
、
同
校
は
そ
れ
よ
り

�
㌽
以
上
高
い
。

　
管
理
栄
養
士
の
浅
羽
暁
子

さ
ん
は
「
顔
見
知
り
の
生
産

者
さ
ん
が
届
け
て
く
れ
る
安

心
感
が
あ
る
。
作
る
側
と
し

て
食
材
に
思
い
入
れ
が
あ
る

し
、
そ
れ
を
学
生
に
伝
え
た

い
」
と
語
る
。

　
食
堂
の
壁
に
は
生
産
者
の

顔
写
真
や
情
報
を
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
も
掲
示
す
る
。
同
校

の
食
育
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ま
ち
の
食
農
教
育
」
（
同

町
）
の
樋
口
明
日
香
代
表

は
「
食
材
を
作
っ
て
い
る
人

が
た
ま
に
学
校
に
来
た
り
、

知
り
合
い
の
知
り
合
い
だ

っ
た
り
す
る
。
顔
の
見
え
る

関
係
性
の
中
で
作
ら
れ
た

食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
が
お

い
し
さ
に
つ
な
が
る
」
と
話

す
。

　
同
校
の
松
坂
孝
紀
事
務
局

長
は
、
学
生
数
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
２
年
後
を
見
据
え

る
。
「
在
校
生
が
約
２
０
０

人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
採
算

が
合
う
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
地
産
地
食
の
給
食
は

全
て
の
学
校
で
実
現
可
能
だ

と
い
う
こ
と
を
声
高
に
叫
ん

で
い
け
る
状
況
を
つ
く
り
た

い
」
。

　

（
植
田
充
輝
）

食堂で昼ご飯を受け取る学生＝神山町神領の神山まるごと高専

岩豆腐の製造現場を

取材する東祖谷小の

児童＝三好市東祖谷

の栗枝とうふ店

　
「
地
元
の
豆
腐
を
使
っ
た
マ

ー
ボ
ー
豆
腐
や
シ
カ
肉
の
ド
ラ

イ
カ
レ
ー
の
給
食
が
大
好
き
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
お
い
し
い
の
」

　
そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
か
ら
、

東
祖
谷
小
学
校
の
児
童
ら
は

「
給
食
調
査
隊
」を
結
成
し
た
。

食
材
を
提
供
す
る
地
元
事
業
者

に
取
材
し
、
成
果
を
�
分
�
秒

の
動
画
に
ま
と
め
た
。

　
調
査
を
通
じ
て
気
付
い
た
の

は
、
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
食
材

の
多
様
さ
と
、
児
童
を
見
守
る

住
民
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
だ
っ

た
。

　
取
材
し
た
の
は
２
０
２
４
年

度
の
全
校
児
童
８
人
。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
を
利
用
し

て
昨
秋
か
ら
取
材
を
始
め
、
今

年
２
月
に
撮
影
し
た
。

　
ま
ず
訪
ね
た
の
は
「
栗
枝
と

う
ふ
店
」
。
祖
谷
地
域
の
豆
腐

は
水
分
を
よ
く
搾
る
た
め
、
「岩

豆
腐
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
硬
い
。

店
を
切
り
盛
り
す
る
栗
枝
玉
子

さ
ん
（�
）は
、
作
業
は
朝
が
早

く
、
夏
場
の
暑
さ
が
大
変
だ
と

し
つ
つ
も
「
み
ん
な
に
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
お
う
と
一
生
懸

命
作
っ
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑

ん
だ
。

　
ジ
ビ
エ
の
食
肉
処
理
加
工
施

じ

び

え

設
「
祖
谷
の
地
美
栄
」
で
は
、

高
橋
敬
四
郎
施
設
長
（�
）が
、

捕
獲
か
ら
１
時
間
以
内
に
処
理

す
る
な
ど
、
鮮
度
管
理
に
気
を

遣
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
「体

に
と
て
も
い
い
の
で
、
た
く
さ

ん
食
べ
て
健
康
に
な
っ
て
」
と

呼
び
か
け
た
。

し

き

　
６
年
の
田
中
志
毅
さ
ん
（�
）

は
取
材
を
振
り
返
り
、
「
僕
ら

の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
作
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
感
謝
し
て
食
べ
た
い
」
と

話
す
。

　
同
校
は
長
年
、
雑
穀
の
ヤ
ツ

マ
タ
（
シ
コ
ク
ビ
エ
）
や
在
来

品
種
ゴ
ウ
シ
モ
（
ゴ
ウ
シ
ュ

イ
モ
）
の
栽
培
・
収
穫
体
験
な

ど
、
特
色
あ
る
食
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
藤
原
隆
司

校
長
は
「
祖
谷
の
素
晴
ら
し
い

食
べ
物
を
知
り
、
食
す
る
こ
と

で
地
元
を
愛
す
る
気
持
ち
を

育
て
た
い
。
給
食
を
し
っ
か
り

食
べ
て
、
心
身
と
も
大
き
く
成

長
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
語
っ

た
。

　

（
谷
利
彦
）

　７、８両日、徳島市で開かれる「食育推

進全国大会　ｉｎ　ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ」

では、教育現場における地産地消や、食に

関する技術開発の事例が報告される。この

うち、私立高等専門学校「神山まるごと高

専」（神山町）と東祖谷小学校（三好市）、

水産ベンチャー「リブル」（海陽町）、徳

島大発のバイオベンチャー「セツロテック」

（徳島市）の取り組みを紹介する。
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７
日（
土
）

み
ら
い
ス
テ
ー
ジ

み
ら
い
ス
テ
ー
ジ

つ
な
ぐ
ス
テ
ー
ジ

つ
な
ぐ
ス
テ
ー
ジ

８
日（
日
）

13：00～ 食育国際会議
inTOKUSHIMA

15：00～ 徳島の魚の魅力を届ける
さかなクントークショー

国内外の有識者が地域に根ざした世界の事例を取り上げ、
日本の食育を考える

さかなクンが徳島の魚を直筆のイラストなどを使って解
説する

10：20～ 生きた教材、
給食をたどる旅

12：40～ 水田信二のSDGs
クッキングショー

東祖谷小学校と神山まるごと高専の生徒らが、地産地消の
拡大に向けた学校給食の取り組みを紹介

料理芸人でおなじみの水田信二さんが、規格外の県産食
材を使った料理を実演

にし阿波で作られた雑穀タカキビを使ってアスリート向け食品を
商品化した事例などから、世界農業遺産保全の可能性を考える

日本料理「かんだ」（東京）の神田裕行さんら料理人が、自
身の経験から「食」の魅力を語る

県産食材を使った創作おむすびのレシピコンテスト。２階
特設ブースで最終審査に残った５品を各50食限定で販売

「藻場再生プロジェクト」に取り組む小松島西高や「エシカル甲
子園2024」優秀校の香川県立三本松高の生徒が活動を発表

11：30～ 世界農業遺産を未来に
つなぐフードテック

14：00～ 食の魅力と未来へ
つなぐ食

10：30～ ミライをむすびコンテスト
最終審査・表彰式

11：50～ 高校生が考える
エシカルな食

※

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
は
大
会
公
式
Ｈ
Ｐ
へ

食育推進全国大会

ニ
ワ
ト
リ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
細
胞
を
観
察
す
る
研
究
者

＝
徳
島
市
の
セ
ツ
ロ
テ
ッ
ク
本
社

　
セ
ツ
ロ
テ
ッ
ク
は
、
生
物
の

遺
伝
子
を
狙
い
通
り
に
改
変
で

き
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
食
に

関
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に
挑

ん
で
い
る
。

　
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
特
定
の
遺

伝
子
を
切
断
し
て
書
き
換
え
る

た
め
、
従
来
の
育
種
に
比
べ
て

短
期
間
で
精
度
の
高
い
品
種
改

良
が
で
き
る
。
国
内
で
は
、
血

圧
の
上
昇
を
抑
え
る
成
分
を
多

く
含
ん
だ
ト
マ
ト
や
肉
厚
で
可

食
部
の
多
い
マ
ダ
イ
な
ど
が
開

発
さ
れ
て
流
通
し
て
い
る
。

　
竹
本
龍
也
代
表
取
締
役
会
長

（
徳
島
大
先
端
酵
素
学
研
究
所

教
授
）
ら
は
�
年
、
同
大
で
ブ

タ
の
遺
伝
情
報
を
短
時
間
で
容

易
に
操
作
で
き
る
「
受
精
卵
エ

レ
ク
ト
ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
法
」
を
確
立
し
、
筋

肉
量
が
増
大
し
た
、
食
肉
部
分

の
多
い
ブ
タ
の
作
製
に
成
功
し

た
。
そ
の
技
術
を
活
用
し
、
現

在
は
病
気
に
強
い
ブ
タ
の
育
種

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昨
年
は
鳥
類
の
性
別
を
ふ
化

前
の
段
階
で
判
別
す
る
方
法
を

開
発
。
生
後
ま
も
な
い
雄
ヒ
ヨ

コ
が
殺
処
分
さ
れ
る
問
題
の
解

決
策
と
し
て
実
用
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
竹
澤
慎
一
郎
代
表
取
締
役
社

長
は
「
家
畜
の
疾
病
対
策
や
生

産
性
向
上
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
除
去

な
ど
ゲ
ノ
ム
編
集
の
応
用
範
囲

は
非
常
に
広
い
。
生
物
の
潜
在

能
力
を
引
き
出
し
、
豊
か
な
食

の
未
来
を
創
造
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。
（川
野
妃
路
子
）

　
生
食
用
の
カ
キ
を
海
陽
町
の
那
佐
湾
な
ど
で
養

殖
し
て
い
る
リ
ブ
ル
。
カ
キ
養
殖
に
は
適
さ
な
か

っ
た
同
町
の
海
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て

安
定
し
た
生
産
を
実
現
し
た
。
漁
業
の
ス
マ
ー
ト

化
で
目
指
す
の
は
「
な
り
わ
い
と
し
て
の
水
産
業

の
維
持
」
だ
。

　
種
苗
の
生
産
・
販
売
か
ら
カ
キ
の
養
殖
、
技
術

の
ス
マ
ー
ト
化
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
む
。
浅
瀬

で
稚
貝
を
入
れ
た
籠
を
つ
り
下
げ
、
波
の
揺
れ
を

利
用
し
て
カ
キ
を
一
つ
ず
つ
育
て
る
「
シ
ン
グ
ル

シ
ー
ド
方
式
」を
採
用
。養
殖
場
に
設
置
し
た
セ
ン

サ
ー
で
、
海
水
温
や
濁
り
具
合
、
籠
の
揺
れ
と
い

っ
た
環
境
デ
ー
タ
を
自
動
で
記
録
し
、
経
験
者
の

勘
頼
り
だ
っ
た
生
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
さ
せ
た
。

　
カ
キ
の
個
数
や
養
殖
期
間
も
デ
ジ
タ
ル
で
管
理

し
て
お
り
、
計
画
的
な
生
産
や
出
荷
を
可
能
と
し

た
。
技
術
面
は
徳
島
大
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
継
続
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
効
率
化
で
漁
業
者
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
、

収
益
の
上
が
る
モ
デ
ル
の
実
現
を
図
る
。
岩
本
健

輔
代
表
取
締
役
は
「
餌
代
の
高
騰
な
ど
で
魚
類
の

養
殖
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
場
所
で
、
次
の
選
択
肢

と
し
て
選
ば
れ
始
め
て
い
る
」
と
話
す
。

　
カ
キ
養
殖
の
実
績
が
な
い
地
域
で
も
漁
場
設
計

か
ら
支
援
を
行
い
、
挑
戦
を
後
押
し
す
る
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
�
道
県
（
２
０
２
４
年
度

時
点
）
で
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
島
根
県
の
水
産
高
校
を
卒
業
し
、
本
年
度
入
社

し
た
鬼
頭
実
さ
ん
（�
）は
「
水
産
業
を
必
ず
将
来

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
技
術
が
魅
力
の
企

業
。
仕
事
が
大
変
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す

る
業
界
だ
け
ど
、
そ
こ
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
的
だ
。

　
岩
本
代
表
取
締
役
は
「
カ
キ
の
販
売
先
も
プ
レ

ー
ヤ
ー
も
さ
ら
に
増
や
し
て
、
全
体
の
底
上
げ
を

図
る
。
水
産
業
を
守
り
、
次
世
代
が
継
ぎ
た
い
と

思
え
る
仕
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
藤
川
紫
音
）

養殖カキを重さ別に分ける

職員とタブレットで生育状

況のデータを確認する職員

＝海陽町宍喰浦那佐

【紙面編集】岡井美那

　
食
育
推
進
全
国
大
会
の
会
場
と
な
る
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
で
は
、
徳
島
の
食
を
知
り
、

楽
し
め
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
＝

表
参
照
。

　
７
日
は
、
み
ら
い
ス
テ
ー
ジ
（
多
目
的
ホ

ー
ル
）
で
、
東
京
海
洋
大
客
員
教
授
で
タ
レ

ン
ト
の
「
さ
か
な
ク
ン
」
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
交
え
、
徳
島
の
魚
や
食
材
の
魅
力
を
語

る
。
質
問
タ
イ
ム
も
あ
る
。
つ
な
ぐ
ス
テ
ー

ジ
（
２
階
テ
レ
コ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
）で
は
、

元
料
理
人
の
お
笑
い
芸
人
、
水
田
信
二
さ
ん

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
披
露
。
午
後
２
時
か

ら
試
食
（
１
０
０
食
限
定
）
も
で
き
る
。

　
８
日
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

県
西
部
の
「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス

テ
ム
」
の
保
全
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
み
ら
い
ス
テ
ー
ジ
で
催

す
。
元
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
世

界
農
業
遺
産
事
務
局
の
遠
藤
芳
英
さ
ん
や
、

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の
北
川
俊
澄
さ
ん
と

地
元
住
民
ら
が
意
見
を
交
わ
す
。

　
他
に
も
、
ハ
モ
の
骨
切
り
実
演
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
収
穫
な
ど
、
来
場
者
が
試
食
や
体

験
を
で
き
る
１
６
０
以
上
の
ブ
ー
ス
が
並

ぶ
。

（
長
樂
成
美
）
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